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論文内容の要旨

本論文は種々の新しい有機アンチモン化合物を合成し、9:>-配位子結合の物理的、化学的諸性質を

明らかにする目的で行なった研究の成果を述べたもので、その内容は 5 章からなっている。

第 1 章は、本研究の目的とその内容についての概要を記述している。

第 2 章では、 SbCH2 Sb 骨格をもっピスジメチルスチピノメタンおよびピスジフェニルスチピノメ

タンを初めて合成し、それから種々の五価の有機アンチモン誘導体を得ている。又、ピスジフェニル

スチピノメタノの酸分解によって得られたピスジクロロスチピノメタンが一般のピスジオルガノスチ

ピノメタンの合成原料として有用なことを示している。得られた全化合物の赤外線 (IR) 吸収スペク

トルを測定し、 SbCH2 Sb 骨格に特徴的な吸収がKBr 領域に 3 本現われることを見い出し、それらを

高波数測から p (CH2 ) 、 νasym (Sb-C-Sb) および νsym (S b-C-S b) と帰属し、メチル化合物

の場合には、 p (CH2 ) と νav (Sb-C-Sb) との聞に直線関係があることを見い出している。

第 3 章では、 Sb-S 結合を持つ安定な化合物を得ることを目的としてチオール、チオカルボン酸お

よびチオグリコール酸などとトリオルガノアンチモンジアルコキシド R3 Sb(OR' )2 との反応を行な

っており、チオールとの反応では酸化環元分解が起ってしまうがチオカルボン酸、チオグリコール酸

との反応では節目 S 結合を持つトリオルガノアンチモン化合物が合成されている。又、 トリオルガノ

アンチモングリコーレートについても同様な反応から合成し、得られた化合物の構造について分子量、

IR 、およびPMR スペクトルから推定を行なっている。

第 4 章では、種々のテトラアリルアンチモン錯体R4 9:>L (R=Phenyl or p-tolyl;L=oxine or 

ﾟ -dike tone )を合成し、分子量、 IR， UV およびPMR スペクトルからこれらの化合物が六配位のア

ンチモン原子を含むことを明らかにしている。

第 5 章では、以上の研究で鳴らかになった事柄の要点を記述している。
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論文の審査結果の要旨

本論文は、種々の新しい有機アンチモン化合物を合成し、その構造わよびSb- 配位子結合の性質を

検討しようと試みたもので、次のような興味ある結果を得ている。

(1) SbCH2 Sb 骨格を持つ新しい有機アンチモン化合物の合成法を確立した。

(2) これらのメチル誘導体においては p (CH2 ) と νav(Sb-C-Sb) との聞に直線関係が成立し、

その関係はSJ-C 結合に使われる Sb の軌道の S 性の変化と関連している。

(3) Sb-S 結合を持つトリオルガノアンチモン化合物は熱的に不定定であるが、チオカルボキシレー

ト、チオグリコレート誘導体は比較的安定に存在する。

(4) トリオルガノアンチモンチオグリコレートおよびグリコレートの構造は、一般のトリオルガノア

ンチモン化合物と異なり、 C3 SJ が同一平面上に無く、 Sb の配位数は六まで拡大する場合がある。

(5) テトラアリルアンチモン化合物では、アンチモン原子は六配位までとることができる。

以上の研究成果は、有機アンチモン化学に重要な貢献をするものである。したがって本論文は博士

論文として価f直あるものと誌!める。
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